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１．加古川の概要（流域の概要）

高砂市
加古川市

加古川

河口部・下流部の状況

位置図

京都府
兵庫県

大阪府

加古川流域○ 加古川は、その源を兵庫県朝来市山東町と丹波市青垣町
の境界にある粟鹿山(標高962m)に発し、途中、東条川、万願
寺川、美嚢川等を合流し瀬戸内海に注ぐ、流域面積
1,730km2、幹線流路延長96km、流域内人口約63万人の一級
河川である。

○ 流域市町村は、兵庫県の加古川市、小野市、加東市等の
主要都市をはじめとする11市3町からなり、流域上流部の丹
波地域、流域中・下流部の東播磨地域に大別される。

○ 流域下流部に、播磨臨海工業地域として重化学工業が盛
んな加古川市や高砂市が位置しており、氾濫原に多くの人
口・資産が集中している。また、流域中流部では、舟運による
物流の集散地・中継地として町が形成されたため、加東市
（滝野地区）を中心として加古川沿いに家屋が連担している。

加古川

加東市

闘竜灘

中流部の状況
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整備イメージパース図（全景）

加古川市かわまちづくりの概要

基本コンセプト
「駅からの回遊性を生み出す新しい日常空間の創造」

事業効果
①住みたくなるまち ②遊びに行きたくなるまち ③安全・安心なまち

事業期間
令和５年度～令和９年度

施設整備内容
賑わい交流拠点、広場、階段護岸、ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ坂路、親水護岸、園路等

これまでの整備内容
運動広場、階段護岸、スロープ等

いきいきエリア

いこいエリア

わくわくエリア

河川敷イベントの様子

賑わい交流拠点

都市・地域再生等利用区域の指定箇所図
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整備運営事業者

ＳＡＶＥ ＫＡＫＯＧＡＷＡコンソーシアム

代表企業 株式会社ムサシ（加古川市）

構成員 前川建設株式会社（加古川市）

株式会社クル（大阪市）

基本コンセプト

・加古川の未来をつくる

・もうひとつの土手をつくる

目的・事業方針

１ 加古川市全体の魅力を高めていくこと

２ 川に親しむきっかけをつくること

３ 子育て世代の居場所となること

４ 長く使い続けられる場となること

提案内容の概要

ゾーン名 施設 内容

民間
ゾーン

・リバーサイドカフェ
・屋外シャワー
・土手広場

・飲食施設
・シャワー施設
・野外イベント等にも活用可能

公共
ゾーン

・屋外トイレ
・みんなの洗い場
・遊具広場

・男性用、女性用、多目的トイレ
・多目的に利用できる屋外の洗い場
・地形を活かした遊具等

今後のスケジュール（予定）
日程 内容

令和 7 ～ 8 年 協議・設計、盛土整備工事

令和 9 年 施設建設工事

令和10年 4 月 全体オープン

屋外トイレ

飲食施設

遊具広場

リバーサイドカフェ
川辺・河川敷のアクティビティを
眺められる。電車もよく見える。

タープ
気候の変化やイベント活動に伴い、
開閉するテント。

もうひとつの土手
河川敷の土手から事
業用地内へと芝生の
土手が連続する。

リバーサイドカフェ
河川敷の道路やグラウンド、線路
からの視認性も高い。

加古川越しに沈む夕日
リバーサイドカフェ内からでも加古川越し
に沈む太陽を眺めることができる。

加古川の未来をつくる
もうひとつの土手をつくる

加古川市かわまちづくり賑わい交流拠点の概要

3



河川空間のオープン化について

河川敷地の占用主体は原則として公共性・公益性を有する者であるが、河川敷地をにぎ
わいのある水辺空間として積極的に活用したいというニーズの高まりを受け、平成２３年
に河川敷地占用許可準則を改正し、一定の要件を満たす場合、「都市・地域再生等利用区
域」を指定して、営業活動を行う事業者等も河川敷地の利用を可能としたもの。
⇒ 河川空間のオープン化

概要

オープン化が適用される要件

 河川敷地を利用する区域、施設、主体について
地域の合意が図られていること。

 通常の占用許可でも満たすべき各種基準に該当
すること。
（治水上及び利水上の支障がないこと等）

 都市・地域の再生及び河川敷地の適正な利用に
資すること

都市・地域再生等利用区域において
占用許可が可能な施設

 広場、イベント施設、遊歩道、船着場

 前述の施設と一体をなす飲食店、売店、
オープンカフェ、広告板、広告柱、照明・
音響施設、キャンプ場、バーベキュー場、
切符売場、案内所、船舶修理場等

広島県 京橋川 水辺のオープンカフェ

埼玉県 横瀬川

愛知県 乙川 ＱＵＲＵＷＡ戦略

埼玉県 荒川 バーベキュー場

大阪府 土佐堀川 北浜テラス
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2022年 7日間 3425人 2023年 2日間 1395人

2024年 1日間 1570人

加古川de リバー Kitchen



ご清聴ありがとうございました


	リバサイトを適用した�加古川かわまちづくりについて
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	 河川空間のオープン化について
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9

